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Part II The crown morphology of deciduous mandibular molars





















































































































































































































































TotaI 65　　4　　一 32　　工　　一 102
4 21　　3　　10 19　　－　　一 53
（41．2）　　　（83．3） （48．7） （50．5）
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Japanese 81 12 ＊
（Hanihara　1956） （14．8）
Japanese 92 34 一
（Hanihara　1966） （36．9）
Japanease－American　White　hybrids 59 8 ＊＊
（Hanihara　1956） （13．2）
American　White 55 4 ＊＊
（Hanihara　1966） （7．3）
Japanease・American　Negro　hybrids 28 5 　
（Hanihara　1956） （17．9）
American　Negro 50 7 ＊＊
（Hanihara　1966） （14．0）
Japanese 566 75 ＊＊
（Ozumi　1960） （13．3）
Japanese 100 36 一
（Hattori　1968） （36．0）
Japanese 514 209 一
（Morito　1977） （40．7）
Japanese 100 33 一
（Ohtawa　et　aL　1985） （33．0）















































































races n 一 十 children　in　Shijiazhuang・City
Japanese 81 54 27 一
（Hanihara　1956） （66．7） （33．3）
Japanease－American　White　hybrids 60 46 14 ＊＊
（Hanihara　1956） （76．6） （23．4）
Japanease－American　Negro　hybrids 29 25 4 ＊＊
（Hanihara　1956） （86．2） （13．8）
Japanese 566 548 18 ＊＊
（Ozumi　1960） （96．8） （0．32）
Japanese 152 84 68
一
（Hanihara　1966） （55．3） （44．7）
American　White 55 47 8 ＊＊
（Hanihara　1966） （85．5） （14．5）
American　Negro 47 39 8 ＊＊
（Hanihara　1966） （83．0） （17．0）
Japanese 514 131 383 ＊＊
（Morito　1977） （25．5） （74．5）
Japanese 100 68 32
一
（Ohtawa　et　al．1985） （68．0） （32．0）
Japanese 208 90 118 一
（Tsuzuki　1986） （43．3） （56．7）







trace distinct strong Total
　　　children　in
rhijiazhuang－City
Japanese　　　　　　　　　　　　　　n＝81 27／81 20 7 0 27 ＊
（Hanihara　1956） （33．3） （74．2） （25．8） （0．0） （100．0）
Japanese－American　White　hybrids 14／60 13 1 0 14 ＊＊
（Hanihara　1956）　　　　　n＝60 （23．4） （92．9） （7．1） （0．0） （100．0）
Japanese－American　Negro　hybrids 4／29 4 0 0 4 ＊＊
（Hanihara　1956）　　　　　　　n＝29 （13．8） （100．0） （0．0） （0．0） （100．0）
Japanese　　　　　　　　　　　　　　n＝514 383／514 256 115 12 383 一
（Morito　1977） （74．5） （66．8） （30．0） （3．2） （100．0）
Japanese　　　　　　　　　　　　　　n＝100 32／100 32 0 0 32 ＊＊
（Ohtawa　et　al．1977） （32．0） （100．0） （0．0） （0．0） （100．0）
Japanese　　　　　　　　　　　　　　n＝208 118／208 36 29 3 118 一
（Tsuzuki　1986） （56．7） （72．9） （24．6） （2．5） （100．0）
children　in　Shijiazhuang－City 65／140 46 15 4 65


























































n（％） n（％） n（％） n（％） n（％） n（％） n（％） n（％） n（％）
Japanese n＝85 46 38
1
（Hanihara　1956） （54．1） （44．7） （1，2）
Japanese－American　White　hybrids 31 26
1




（Hanihara　1956） n＝29 （37．9） （58，6）
（3．5）
Japanese n＝100 8 5 7 43 12
6 10 8 1
（Hattori　1968） （8．0） （5．0） （7．0） （43，0） （12．0） （6．0） （10．0） （8．0） （1．0）
Japanese n＝429 76 82 10 209 48
2
一 一 一
（Morito　1977） （17．7） （19，1） （2．3） （48．7） （11．2） （1．0）
Japanese n＝208 22 10 27 96 16 11 18
6 2
（Tsuzuk｛1986） （10．6） （4．8） （13．0） （46．1） （7，7） （5．3） （8．7） （2．9） （1．0）
children　in　Shijiazhuang・City n＝105 40 3 ユ0 50
0 2
一 一 一

































races n 一 十 children　in　Shijiazhuang－City
Japanese 112 61 51
一
（Hanihara　1956） （54．5） （45．5）
Japanease・American　White　hybrids 64 41 23 ＊＊
（Hanihara　1956） （64．1） （35．9）
Japanease・American　Negro　hybrids 29 13 16 一
（Hanihara　1956） （44．8） （55．2）
Japanese 429 0 429 ＊＊
（Morito　1977） （0．0） （100．0）






races n x〈49．9 50．0－67．0 67．1〈x
Shijiazhuang－City
Japanese 81 18 46 17
一
（Hanihara　1956） （22．2） （56．4） （21．0）
Japanese－American　White　hybrids 57 1 16 40 ＊＊
（Hanihara　1956） （1．8） （28．1） （70．1）
Japanese・American　Negro　hybrids 29 3 12 14 ＊＊
（Hanihara　1956） （10．3） （411．4） （48．3）
children　in　Shijiazhuang・City 142 24 92 26
（16．9） （64．8） （18．3）
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めた．また，咬頭数は全歯牙が5咬頭であり，先
人の報告と同様であった．
　次にm、の咬合面裂溝型ではY型85．7％，＋型
2．9％，×型11．4％で，服部の日本人小児に対して
低率であり有意差を認めた．また咬頭数は4咬頭
50．5％，5咬頭49．5％であり，6咬頭は認められ
なかった．服部の日本人小児に対して4咬頭の出
現が高率であり有意差を認めた．しかし，5咬頭
においては先人の報告との差は認められなかっ
た．
2）m2の第6咬頭の出現率は29．4％，第7咬頭の
出現率45．1％にみられ，埴原と小住の日本人小児
に対して有意差を認めた．
3）m2のProtostylidの出現率は46．5％であり，
埴原の日本人小児の出現率との差は認められな
かったが，米国人小児，日米混血児に対して高率
であり，森戸の日本人小児に対しては低率で，そ
れぞれ有意差を認めた．
　また，発達状態ではtrace　70．8％，　distinct
23．1％，strong　6．1％であり，埴原の日米混血児
（白人系，黒人系），大多和らの日本人小児に対し
て3型共に有意差を認めた．
4）m、のCingulumの出現率は55．3％であり，埴
原の日米混血児（白人系）に対して高率であり，
また森戸の日本人小児に対しては低率で，それぞ
れ有意差を認めた．
5）m、の咬合面幅比率は，示数が49．9以下のもの
16．9％，50．0以上67．0以下のもの64．8％，67．1以
上のもの18．3％であり，埴原の日本人小児との差
は認められなかった．
　以上の結果から日本人と同じモンゴロイドであ
る中国石家荘市小児の下顎第2乳臼歯の咬合面裂
溝型や咬頭数では，人種，民族，地域の違いによ
る相違点は認められなかったが，下顎第1乳臼歯
の咬合面裂溝型や咬頭数においては，同じモンゴ
ロイドであっても地域の違いによる差を認めた．
　また第6咬頭，第7咬頭，Protostylid，　Cin－
gulumおよび咬合面幅の比率については，人種，
民族，地域の差が認められた．
　本論文の要旨の一部は第38回松本歯科大学学会
総会（平成6年6月11日，塩尻市），第3回西安国
際小児歯科学会（平成6年9月21日，中国・西安）
および第13回日本小児歯科学会中部地方会（平成
6年10月30日，塩尻市）において発表した．
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